
329

 

研究動向・成果 
 

 

国の機関や自治体などからの技術相談の対応状況 
 

１．はじめに 

 国総研では、国の機関や自治体等に対し、政策実

施・事業施行に関する様々な技術支援を実施してお

り、災害現場はもちろん、住宅・社会資本整備の現

場で発生した問題に対しての技術指導および専門家

の派遣を継続的に行っている。 

 技術相談にあたっては、国総研が担当する分野・

施設に関する相談をいつでも受け付けることができ

るように、国総研として相談窓口を設けている。 

 

２．技術相談窓口 

 住宅・社会資本整備に関わる技術者が日頃から感

じている疑問や悩みなどについても、問い合わせる

ことができるように、「国総研技術相談窓口」(図－

１)を平成26年12月に設置しており、国総研が担当す

るあらゆる分野・施設に関する相談事項をワンスト

ップで受け付けている。 

 また、港湾・海岸・空港施設に関わる良好な維持

管理の実施を支援するため、国立研究開発法人港湾

空港技術研究所と連携して、「久里浜ＬＣＭ支援総

合窓口」(図－２)を開設し、施設の計画・施工・管

理を実施する地方整備局、自治体、民間事業者など

からの港湾・海岸・空港施設の維持管理に関する技

術的な相談を受け付けている。  

 なお、昨年度の分野別の技術相談件数は表の通り

である。 

表 分野別技術相談件数 

分野 件数 

下水道 24 

河川 390 

土砂災害 78 

道路 250 

建築・住宅・都市 96 

沿岸海洋・防災 197 

港湾 240 

空港 138 

社会資本ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ等 103 

合計 1516 

 

 

 

図-１ 「国総研技術相談窓口」 

図-２ 「久里浜ＬＣＭ支援総合窓口」 
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〈国土技術政策総合研究所Ｇ〉

• 行政ニーズの把握･分析
• 現場データの把握･分析
• 基準化、研修･啓蒙･普及など支援の企画実行

相談

支援
協議･調整

〈港湾空港技術研究所Ｇ〉

• 要素技術の開発研究
• 技術開発の中長期計画の立案
• 基準化、研修･啓蒙･普及など支援の実施協力

〈外部連携Ｇ〉

• 要素技術の開発研究等

構造研究チーム
[LCM統合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、ｺﾝｸﾘｰﾄ･鋼構造、事例DB]

耐波研究チーム [吸い出し]
空港舗装研究チーム [舗装体]
新技術研究開発領域 [計測技術]
材料研究チーム ［材料劣化］
地盤改良研究チーム [地盤改良]

港湾施工システム･保全研究室
[全体像分析、基準化、LCC評価ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ]

空港施設研究室 [舗装体]
沿岸防災研究室 [海岸保全施設全般]

港空研客員研究員 [ｺﾝｸﾘｰﾄ構造設計]

《久里浜ＬＣＭ支援総合窓口》

ワンストップ窓口 TEL.046-844-5030
国土技術政策総合研究所

港湾施工システム･保全研究室
Email:ysk.nil-lcm-center2@gxb.mlit.go.jp 

 

研究動向・成果 
 

 

剥離の生じたタイル仕上げ押出 
成形セメント板の補修技術の研究 
（研究期間：平成30年度～令和元年度） 

 

住宅研究部 住宅生産研究室      根本 かおり         布田 健 

（キーワード） 押出成形セメント板(ECP)、タイル仕上げ、剥落防止、補修工法  

 

１．はじめに 

本研究では、剥離の生じたタイル仕上げの押出成

形セメント板(Extruded Cement Panel 以降、ECPと

呼ぶ)の補修技術について検討している。タイル仕上

げは、ECPやALC(Autoclaved Lightweight aerated 

Concrete，軽量気泡コンクリート)などの外壁パネル

の外装としても適用されているが、ここ数年間に強

風の吹き荒れた日にパネル外装の仕上げタイルが大

規模に剥落するという事故が数件発生した。これら

の事故では幸いにも怪我人は無かったものの、仕上

げタイルの剥落は甚大な被害を引き起こす可能性が

あるため、あってはならない事である。大規模剥落

が起きた仕上げタイルは、ECPの平滑なパネル面にモ

ルタルでタイルを張付けた仕様であったことが分か

った。修繕工法として新築時と同様の仕様、即ちモ

ルタルでタイルを張替える仕様で補修工事を行って

も剥落防止性能に不安が残る。また、同建築物の剥

落の生じなかった仕上げタイルについても剥落防止

への対策の必要性が考えられる。さらに、既存建築

物には同仕様のものが多数あると考えられ、剥落防

止を考慮した補修工法の整備が必要である。 

 

２．研究の概要 

ECPは強度があり靱性は高いが無筋で断面には中

空層があり、かつ薄肉であるためRC造建築物のタイ

ル仕上げの補修工法を適用することは難しい。これ

をふまえ、仕上げタイルの変形追従性を高め、剥離

が生じた場合の剥落防止性能を付与するため、アン

カーピンおよびエポキシ樹脂注入工法でECPに固定

する補修工法を検討することとした。本研究は2年計

画で実施しており、2018年度の検討結果から、仕上

げタイルECP試験体の模擬剥離(図及び写真-1)の作

製方法は、ECP表面の所要面積に特定の瞬間接着剤を

塗布し十分に硬化した後、タイル張付けモルタルを

施工して界面で材料が接着しない方法とした。ECPの

ダメージとなる割れ・欠けを生じさせずに穿孔する

方法として、タイルの目地部分にECP専用ドリル刃を

取付けた回転式電動ドリルで施工することに決定し

た。施工時の粉塵や騒音の少ない水循環式無振動ド

リルによる施工は、ECPの割れ・欠けは無かったもの

の断面に中空層のあるECPでは水が循環できずに中

空部に流入するため、今回の検討から除外した。 

2019年度は、仕上げタイルをECPに固定するアンカ

ーピンの種類(形状)や注入するエポキシ樹脂の粘度

および注入方法を検討した。アンカーピンニングの

検討に先立ち、ECPを欠損させず固定できるアンカー

ピン選定の予備実験を行い(写真-2)、11種類の中か 
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セメント板の補修技術の研究
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らリベットアンカー(ECP専用：径4.5㎜・長さ28㎜）、

Pレスアンカー(皿頭形状：径4㎜・長さ38㎜)、ドリ

ルビス(ジャックポイント)の3種類を選定した。エポ

キシ樹脂注入は充填や施工性も確認するため手動お

よび低圧樹脂注入(2器具)とし、手動樹脂注入用は粘

度の異なる2種について検討した。施工後の性能評価

法は油圧式簡易引張試験器を用いて補修箇所の接着

強度を確認した。仕上げタイルECP試験体の模擬剥離

の浮き代(隙間)の確保は、屋内で一定期間養生した

試験体を一時的に屋外に移し仕上げタイル面に日射

を当て浮きの促進を図り、打診により一部に明確な

浮き音(打診音が接着性を確保している仕上げタイ

ルよりも高い)が確認できた時点で実験を開始した。 

 

３．結果について 

 固定方法は表に示す9種類とし、手動のエポキシ樹

脂注入は、浮き代(隙間)0.1㎜、直径30cmの円状に充

填することを想定し1箇所につき約9g注入した。引張

接着試験の結果は、タイルの接着強度0.4N/㎜2を上

回った固定方法は手動でエポキシ樹脂注入を行った

Pレスアンカー1箇所とドリルビス2箇所であった。こ

の3箇所に共通したのが、エポキシ樹脂注入前の打診

で浮き音が確認された点である。試験で破断した接

着面の周辺仕上げを剥がして観察したところ、接着

強度が確保された固定方法はいずれもアンカーピン

を中心に円状にエポキシ樹脂が充填されていた。一

方、接着強度が確保されなかった固定方法はアンカ

ーピン周辺にエポキシ樹脂が確認できず、低圧樹脂

注入もエポキシ樹脂の粘度に関わらず充填を確認で

きなかった。その面をさらに詳しく観察したところ、

エポキシ樹脂は極薄く広がっていることが分かった。

このことから、タイル仕上げとECPを接着できるエポ

キシ樹脂には厚みが必要と推察される。今回の実験

では試験体の浮き代(隙間)が不十分であったため、

目的としたアンカーピンとエポキシ樹脂注入を併用

した固定方法の有効性の確認が果たせなかった。試

験体の模擬剥離に浮き代(隙間)を確実に設け、同じ

固定工法と材料で再検討する必要がある。 

 

４．今後の課題 

 これまでは補修工法を施工の面から検討してきた

が、本来ECPに穴を開けることは断面欠損となり安全

性確保のために力学的な検討が必要である。今後、

力学的な観点からタイル仕上げECPにアンカーピン

ニングやエポキシ樹脂注入で補修することで、ECPの

強度低下や仕上げタイルの剥落抵抗性がどの程度確

保できるのかについて検討を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 タイル仕上げ固定法引張試験の結果  

固定方法 エポキシ樹脂粘度 記号 枝番 接着強度(N/㎟）

1 0.14
2 0.2
3 0.28
4 0.18
5 0.37
6 0.37
7 0.42
8 0.31
9 0.07
10 0.98
11 0.07
12 1.02
13 0.16
11 0.11
12 0.16
13 0.39

低粘度 d-1

低圧樹脂注入② 低粘度 d-2

高粘度 c-1

やや高粘度 c-2
ドリルビス

低圧樹脂注入①

Pレスアンカー
高粘度 ｂ-1

やや高粘度 ｂ-2

リベットアンカー
高粘度 a-1

やや高粘度 a-2

写真-3 タイル仕上げのECP固定法の検討 

リベットアンカー（記号：a） ドリルビス（記号：c）

Pレスアンカー（記号：b） 低圧樹脂注入（記号：d）

側面中空部のピンの様子 

写真-2 アンカーピンの選定のための予備実験 

写真-1 模擬剥離を設けたECP試験体の作製 

日射を当て浮きの促進 
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